
 

※令和４年度以降入学生用 

学校番号 1203 

令和５年度 家庭科 

 

教科 家庭 科目 服飾と表現 単位数 2単位 年次 2年次 

使用教科書 なし 

副教材等 なし 

 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

〇服飾に関心を持ち、積極的に取り組みましょう。 

  ・手縫い、ミシン、編み物の基礎基本について学びます。 

  ・日常生活で使える小物などを製作します。 

  ・衣服構成や、服飾の歴史について学びます。 

 

２ 学習の到達目標 

（１）各種手芸品の技法に関する知識と技術を習得させる。 

（２）手芸品を創造的に制作し、服飾に活用する能力と態度を育てる。 

（３）手芸品を製作装飾することにより、生活を豊かに演出する。 

 

３ 評価の観点及びその趣旨 

観

点 
a:知識・技能 b:思考・判断・表現 c:主体的に学習に取り組む態度 

観
点
の
趣
旨 

・基本的な手縫いの技術を

身に付けている。 

・ミシンの操作方法を身に

付けている。 

・編み物の基本的技術を身

に付けている。 

 

・衣生活を総合的に捉えて計

画・実践するために課題を

見いだし、思考を深め、創

意工夫し表現する能力を身

に 付けている。 

・衣生活などについて関心を

もち、その充実向上をめざ

して主体的に取り組むとと

もに、実践的な態度を身に

付けている。 

・衣生活に関する諸問題に関

心をもち、積極的に取り組

もうとする意欲と態度を身

に付けている。 

 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。学習内

容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

※令和４年度以降入学生用 

４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 単元（題材）の評価規準 

評価方法 

知(a) 思(b) 主(c) 

１ 

学

期 

基

本

の

手

縫

い 

手縫いの習得 

・基礎縫い（なみ縫い、本

返し縫い、まつり縫い） 

・ピンクッション 

・刺し子 

・フェルトでお弁当をつくろ

う 

・ドーナツストラップ 

・クロームブックを入れる巾

着 

 

a:手縫いに関する基本的な技術

を身に付け、玉結びや玉止めを習

得しているか。 

丁寧に作品を仕上げることがで

きているか。 

b: 自分の作品に対するイメージ

や考えていることを、作品に表現

できているか。 

c: 忘れ物をせず、積極的に授業

に取り組んでいるか。 

 

 

・技術テ

スト 

・完成作

品 

・レポー

ト 

・ワーク

シート 

・授業観

察 

・ワーク

シート 

２
学
期 

ミ
シ
ン
の
基
本 

ミシンの習得 

・ミシンの基礎縫い 

・ミニ巾着 

・キューブ型小物入れ 

・がまぐち 

・ 

a:ミシンの基本的な操作方法を

身に付けているか。 

b:作品に対して、丁寧さや工夫を

もって製作できているか。 

c: 忘れ物をせず、積極的に授業

に取り組んでいるか。 

 

 

 

・技術テ

スト 

・確認テ

スト 

・完成作

品 

・レポート 

・ ワ ー ク

シート 

・ 授 業観

察 

・ワークシ

ート 

３
学
期 

編
み
物
の
習
得 

かぎ針編み 

・アクリルたわし 

・指編み座布団 

 

デザインコンテストに参加しよ

う 

a:編み物に関する基本的な知識

を身に付け、簡単な編み物が習得

できているか。 

b:TPOに応じた、服装やファッシ

ョンなど、自分のアイデアを表現

できているか。 

c: 忘れ物をせず、積極的に授業

に取り組んでいるか。 

 

・技術テ

スト 

・完成作

品 

・レポート 

・ ワ ー ク

シート 

・ 授 業観

察 

・ワークシ

ート 

※ 表中の観点について a:知識・技能 b:思考・判断・表現 c:主体的に学習に取り組む態度         

 

 


